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アメリカの漢語学習の環境と課題
一 南加州の大学を中心として一
黄   名 時










































































































学校総数     634校
分布州       47州
生徒総数    82675人
学校規模最大  2750人
学校規模最小   8人
週末クラス 2時間55分(週平均)
放課後クラス 8時間15分(週平均)





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































六 お わ りに
昨今の漢語教育の特徴をみると,90年代の中
国フィーバーによって引き起こされた漢語学習
熟は過去のものと比べ非常に多様であり,漢語
教育はその規模,内容,質のいずれの面におい
ても目覚ましい発展を遂げてきた。米国におい
ても,中文学校,高校,大学を問わず,漢語ク
ラス開設の学校数および生徒数がともに急増し
た。1990年における大学の漢語履修登録学生数
は19490人であったが,95年には26471人に
達した。これは35.8%増で,漢語が米国の大学
の 12の外国語のなかで履修者数が最も激増し
た言語にまで成長した。また,1990年の米国の
高校の漢語学習者は76人のみであったのに対
し,96年には9023人にまで急増している。各種
学校については現在 700校を越える中文学校
があり,そこでは10万人近 くもの華人子弟が
漢語を学んでいるが,漢語関係のその他の語学
スクール,社会人講座,企業および団体の開設
クラス,私塾などに至ってはその正確な数字は
把握されていない。
また,ラジオ・テレビ・雑誌などのメディア
も近年,漢語教育の番組や欄を次々に開設し,
これらを利用した漢語学習はますます広範に
なっている。教育内容も次第に多彩になり,従
来の漢語の能力や知識の習得以外に,中国の歴
史文化,ビジネス漢語および観光ガイドの漢語
プログラムなども用意されるようになった。さ
らには商業用の漢語方言,武術,鍼灸,書道ク
ラスなどを開設しているところもある。
以上のような漢語学習熱の高まりは,中国自
身によって推進されてきた改革 。開放政策がそ
の直接の引き金になっている。中国国内の新た
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な情勢に呼応して,米国産業界の中国本土・台
湾地域など中国語圏市場への参入も活発化し,
ビジネスチャンスが拡大するに至った。そして,
このような情勢変化が米国の漢語学習者の急増
を促し, とりわけ華人の漢語学習熱を促進して
いるのである。
教育熱心な幸人父母は子供を中文学校に通わ
せ,学校が漢語と中国の伝統文化を授けてくれ
ることを切実に望んでいる。従来の中文学校は
台湾出身者の創設にかかるところが多く,台湾
の教科書,注音符号,繁体字を用いた漢語教育
を行ってきた。しかし近年,中国本土から来た
新勢力の急成長により,カリフォルニアにおい
ても中国の教材, ピンイン,簡体字を用いる中
文学校の数が急増している。台湾政府も昨年よ
り,注音符号に替えてピンインを採用する方針
を打ち出し,現在米国のほとんどの高校や大学
ではすでにピンインを用いており,全体として
ピンインや簡体字に切り替えるべきだという意
見がますます強くなっている。大学での漢語履
修者は激増しており,教材の開発,教師の育成
などが急務であり,重要な課題となっている。
カリフォルニアには100万人以上,ロサンゼ
ルスで40万人以上もの華人が居住し,各地の
巨大なチャイナタウンなどには中国文化が温れ
ている。漢語学習者にとって,加州の大都市の
華人集住地区は圧倒的に恵まれた学習と実践の
環境が存在する。
米国では中国本土出身華人の急速な増加によ
り,華入社会の様相が益々変わっていくことに
なろう。特に漢語学習について言えば, さまざ
まなレベルでの教育・学習において新たな情勢
に対応するべく調整と変革が行われていくこと
になろう。
最後に,筆者のカリフォルニア滞在中,終始
暖かい御助言 と多 くの関連資料を賜った
UCLA現代漢語プログラム責任者の王綺華氏,
ピッツバーグ大学 (東アジア言語文学科)名誉
教授の楊富森氏,UCSD中国学プログラムの査
暁剛氏,並びに全米中文学校連合会会長の許笑
濃氏に対し,ここに衷心より感謝の意を表した
い。
(庚辰春節)
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「美國學生學華言静勺幾個語法 L的問題」張一峯『第一
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。「全美中文教師學會教學方案研討會綜合報導」陳曼
麗,『第五属世界華語文教學研討會論文集』1997年
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・『従幸僑到華人一二十世紀美國華人社會稜展史』蓼T農
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・『もう一つのアメリカン・ドリー ム アジア系アメリ
カ人の挑戦』ロナルド・タカキ 岩波書店,1996年
・『現代アメリカデータ総覧 1997』合衆国商務省セン
サス局,東洋書オえ 1998年
・『アジア系アメリカ人』村上由見子,中央公論社 (中
公新書),1997年
。『カミング・マン』胡垣坤・曾露凌・諄雅倫,平凡社,
1997年
・『チャイニーズ・トライアングル』諄瑞美, 日本放送
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(小稿は1997年度,名古屋学院大学研究奨励
金による研究成果の一部である)
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